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令 和 ４ 年

非常勤の介護職員募集非常勤の介護職員募集非常勤の介護職員募集非常勤の介護職員募集
播磨町デイサービスセンター

採用人数 2名
職務内容 利用者の介護（入浴・食事・排泄等）送迎（添乗付添）
 ★その他、例えば、午後に実施するレクリエーション

　活動の補助
応募資格 在宅介護に関心があり、高齢者や障がい者福祉に

熱意をもって取り組んでいただける方。
 介護福祉士又は介護職員初任者研修（旧ヘルパー２

級）資格を所持している方。
勤務形態 月曜日～土曜日の内、週３～４程度（月単位の勤務表

に基づく）　　年に数回、日曜日の勤務あり
 ①９：００～１６：００　②９：３０～１６：３０
 半日勤務の場合は１３：００まで
 （昼に２交代で１時間の休憩。実働６時間。）
 日曜日の勤務は、１２：００～１６：００の実働４時間
 ※９：００～１３：００の短時間勤務も可能です。
給　　与 ９５０円／１時間～（介護職員初任者研修修了の方）
 ９３０円／１時間～（資格未取得の方）
 処遇改善手当 年２回 夏冬の一時金支給制度あり
 労働者災害保険に加入　交通費支給（町外からの

勤務者に限る）
資格取得 介護福祉士及び介護職員初任者研修等の資格取得

にかかる費用の助成について、当社規定に応じた助
成制度を活用していただけます。

職務内容
訪問介護事業・居宅介護事業により、高齢
者や障害者宅を訪問し、生活援助・身体介
護等のサービス提供

応募資格
介護福祉士・実務者研修・ヘルパー2級（初
任者研修）の資格を有する方

勤 務 日
　日曜日～土曜日　７：３０～２１：００
　※実際の訪問は、現在8：00～18：30
　※出勤日および時間についてはご相談く
ださい

時　　給
　生 活 援 助　　１，１００円／１時間
　身 体 介 護　　１，４００円／１時間
　移動交通費　　　１００円／１件
　※処遇改善手当・通勤手当・夏冬の一時金
制度あり

【問合せ】播磨町社会福祉協議会
TEL ０７９－４３５－１７１２

ホームヘルパーステーション

ホームヘルパーホームヘルパーホームヘルパーホームヘルパー
(非常勤職員) 募集募集募集募集

【お問合せ・お申込み】　播磨町デイサービスセンター
　　　　　　　　　電話▶０７９－４３７－６１５５　

地域レポート！
“ 地域づくりを学び話し合う参加型講座 ”開催！

地域レポート！
“ 地域づくりを学び話し合う参加型講座 ”開催！

●日時　4月7日（木）
　　　　10時～12時
●場所　播磨町福祉会館

●日時　4月5日（火)
　　　　13時30分～15時30分
高齢者や障害者の方のお金や財産
の管理（成年後見制度）について
の相談もお受けします
◎法律相談をご希望の方は、事前
に心配ごと相談をお受けください｡

法律相談

困りごと相談

秘密厳守
●日時　4月7日（木）・21日（木）
　　　　13時～15時
●場所　福祉しあわせセンター
播磨町人権擁護委員が
　　　　　ご相談をお受けします。

知的障害者（児）相談

●日時　第２火曜日
　　　　13時～14時30分
●場所　播磨町福祉会館

心配ごと相談

秘密厳守
●日時　毎週火曜日　13時～16時
●場所　福祉しあわせセンター

このページに関する問合せは

E-Mail  info@harima-wel.or.jp

播磨町社会福祉協議会
TEL.079-435-1712

福祉相談
●日時　4月20日（水）
　　　　13時30分～16時
●場所　福祉しあわせセンター
民生委員・児童委員が
　　　　　ご相談をお受けします。

オレンジカフェ
（認知症カフェ）
オレンジカフェ
（認知症カフェ）

　認知症に関する相談、認知症の
方も家族も気軽に立ち寄れる場所
です。
　みんなで集まり交流しませんか？
日　時　4月15日（金）
　　　　14時～15時30分
場　所　野添県住集会所
参加費　100円
日　時　4月22日（金）
　　　　13時30分～15時30分
場　所　幸ばあちゃんの家
参加費　100円

認知症家族の会認知症家族の会
　認知症の方を介護する家族の日
頃の悩みや思いを語り合い、介護の
ヒントと安心感を得られる場です。
　お気軽にご参加ください。
日　時　4月9日（土）
　　　　13時30分～15時30分
場　所　幸ばあちゃんの家
参加費　100円
問合せ　地域包括支援センター
　　　　079–435–1841

子育て相談
●日時　4月25日(月)
　　　　13時30分～16時
●場所　福祉しあわせセンター
主任児童委員が
　　　　　ご相談をお受けします。

4月の開設日

まずは文字に書く！こうすると意見が
出やすくなりました。

「自助」、「共助」、「公助」と分けて考
えていくと、「共助（地域住民同士で
助け合う）」の視点で、もしかしたら
解決できそうかも…！という項目が
たくさん出てきました。

　生活支援体制整備事業（＊）の一環で、１月末から２月
にかけ「わくわく地域づくり塾」（全４回）を南部コミセン区
にて開催しました。これからの地域では、安心して暮らし
ていけるまちづくりを住民の皆さん同士が共に話し合っ
ていくことが重要視されています。
　＊各自治体と各地域の創意工夫による地域づくりを通
じて、豊かで多様なつながりのある地域づくりを目指すも
のです。（播磨町委託事業）

ま　 ち

　今回の地域づくり塾では、人口減少社会で起きる
ことを確認し、話し合いをより進めやすくする方法
など、講師の指導を通して体験しました。
　地域のことを誰よりもよく知るそこに住む「住民」
の皆さんが集まって、お互いの意見を持ち寄って、多
様な考えを確認し合いながら思いを実現していく… 
このような場をつくるために、話し合いを工夫しな
がら“楽しく”することが、どんな人でも参加ができ
て、気軽に意見を言えるようにするために不可欠で
あるということを学びました。
　社会福祉協議会では、地域での話し合いの場づ
くりを今後も応援していきます。

ま　 ち
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「住民の皆様に ためになる講座」を開催しました「住民の皆様に ためになる講座」を開催しました「住民の皆様に ためになる講座」を開催しました「住民の皆様に ためになる講座」を開催しました
播磨町地域包括支援センター

一般介護予防事業　「はつらつ広場」

　いずれも参加費は100円となっております。
　また、オレンジカフェを手伝ってくれる
『チームオレンジ』のメンバーも募集してお
りますので、ご興味のある方は地域包括
支援センターまでお問い合わせください。

播磨町地域包括支援センター
TEL 079-435-1841

■カフェ夢の森 場所：駅西公民館（4/1オープン予定）
 日時：毎月第1金曜日　10時～11時30分
■あっぷるカフェ  場所：本荘北公民館（4/13オープン予定）
 場所：毎月第2水曜日　13時30分～15時30分
■はっぴーカフェ  場所：はっぴーの家（4/21オープン予定）
 場所：毎月第3木曜日　14時～15時30分

　地域の高齢者が自発的に通い、体操や活動に参加し介護予防や地域との関わりを継続していく「通
いの場」です。　
　定期的に継続して参加することで社会的な孤立を防ぎ、フレイル＊予防につながります。送迎はあ
りませんので　各自で会場にお越しください。(見学は、随時可能。事前に連絡をお願いします)　
＊フレイルとは、加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下すること。

火曜日
水曜日
木曜日
金曜日

南部コミュニティセンター
西部コミュニティセンター
野添コミュニティセンター
東部コミュニティセンター

～ 65歳以上の人対象～

一般介護予防事業 「はつらつ広場」一般介護予防事業 「はつらつ広場」

時　間(共通)/　9：30～11：30　　　参加費用/1回　100円
実施内容/いきいき100歳体操、健康に関する講和やレクリエーション等

開催要項

(毎 週)実施場所

＊感染症拡大時期は、活動を自粛することがあります。
　参加ご希望の方は、事前にお問い合わせ下さい。

有志のボランティアさんが中心となり介護予防の取り組みを令和3年4月から
開始し、1年が経過しました。「参加する全員で健康維持ができ、わいわいと
心穏やかに過ごせるような居場所」を提供できるよう皆さんをお待ちしてい
ます。

　令和4年4月より、新しいオレンジカフェ（認知症カフェ）が新たに3カ所
オープンする事になりました。認知症について興味のある方であれば、どな
たでも参加できます。是非、お気軽に足をお運びください。

開催日時：　毎週月曜日 （10：00～11：30）祝日・年末年始休
開催場所：　播磨町福祉しあわせセンター ３階 （南大中）
実施内容：　体操や参加型のレクリエーション
参 加 費：　実 費（100円/月）

｢元気はつらつ会」からのお知らせ｢元気はつらつ会」からのお知らせ

＊播磨町ボランティア連絡会って？・・ ボランティアセンターに登録する有志のグループ同士がつながっ
て立ち上げており、情報交換や研修などの自主的な活動に取り組んでいます。

認知症について知識を深めました認知症について知識を深めました認知症について知識を深めました認知症について知識を深めました

ボ ラ ン テ ィ ア
連 絡 会 レ ポ ー ト

　「自分たちが今後認知症の方に関わる時のヒントにしたい。」
　ボランティア連絡会の役員から挙がった意見から開催に至った交流研修会は、毎年恒例の連絡会の自主
事業として令和３年１２月、１１グループから計３１人が参加しました。
　認知症の方を介護する方をお招きし、生の体験談を通して、認知症の方の家族の思いを肌で感じる機会と
なりました。また、地域包括支援センター職員の講義も受け意見交換をし合うなど、認知症理解をさらに深
めました。
　普段別々のグループでボランティアとして活躍する皆さんですが、一様に認知症についての関心や、もっ
と実状を知りたいと思う気持ちが非常に強く、企画した役員の皆さんは「ボランティア連絡会では、学ぶ機会
をこれからもつくっていきたい。」と意気込んでおられました。

　地域包括支援センターでは令和４年
1月～ 3月にかけて、住民の皆様に向
けて「ためになる講座」として3回連続
講演を開催しています。2月26日には2
回目講座が「親を考える」というテーマ
で行われました。
　最近では、お子さんがおられない方
やお子さまがおられても遠方である、
高齢夫婦世帯や独居世帯が増加して
います。また、感染症のこともあり、親と
子が合う機会も減少しています。そん

な時だからこそ、子は親のことをよく知り、親は子に自分の今後のことをよく伝えることが必要です。
　講師である安藤司法書士には、“親はいつまでも元気ではありません。笑い話ができるうちに死後の話を
しましょう”といったことを趣旨に、司法書士の立場として遺言書・成年後見制度・家族信託などについて
話をしていただきました。講演後のアンケートでは「一人残っている母のこと、今から話し合っていきます」
「今後のことを考えていく。子が居てもしなければいけないことがあると実感した」「夫婦としても子のため
にやるべきことがあると知れた」といった前向きな感想をいただきました。
地域包括支援センターでは今後も、住民の皆様のためになる講座を行いますので、ぜひご参加ください。

播磨町社会福祉協議会　電話 079－435－1712■お問い合わせ先■　■お問い合わせ先■　

オレンジカフェが 新規オープン！オレンジカフェが 新規オープン！
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